
地域とともに 循環型社会に貢献し
カーボンニュートラルを実現する

Creating together with 
Regional customers

家庭系UCO（廃食用油）の利活用を軸とした
九州ローカルSDGsパートナシップ事業について

田中鉄工株式会社
経営企画室 GX推進室

御参加者 各位
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“地域エネルギーシステム” の構築に向けて
九州すべてのグリーンサプライチェーンとともに
社会課題の解決に取り組んでいきたいと思います。

その一つの手段となる、
家庭用UCO（廃食油）のリサイクルに取り組むことは

① 資源ごみの削減
② 化石燃料使用量の削減
③ CO2排出量の削減
④ 陸海空すべての環境負荷の削減
⑤ 資源のリサイクル推進

すべてに貢献できると考えております。

▶みなさまとともに目指したい姿：UCOリサイクルの推進を通じたローカルSDGsの実現



●会社名 ：田中鉄工株式会社
●本社所在地 ：佐賀県三養基郡基山町小倉629-7
●国内拠点 ：支店・営業所・サービスステーション 計12拠点
●創業年 ：1918年（1957年設立）
●従業員 ：197名
●資本金 ：9,000万円
●売上高 ：53億3,673万円（2023年3月期）

▶当社のご紹介

◆会社概要 ◇事業概要

●アスファルト合材生産に関わる製品、
サービスの提供をメイン事業として展開

✓アスファルトプラントの設計・製作
✓リサイクルプラントの設計・製作
✓合材サイロの設計・製作
✓タンク類の設計・製作
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▶田中鉄工のSDGs基本モデル

経済圏

社会圏

環境圏

生物圏

パートナーシップによる目標達成
全ての経済・社会・生物は
環境に支えられている
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5出典：環境文明21

気候変動による影響

マラリヤ・熱中症など 人材育成

確保が困難

RE100

災害による失業

災害による
雇用問題貧窮に拍車

災害による
街の崩壊

大量生産・消費が
一要因

海水温や海面上昇など
生態系への影響

環境資源の枯渇

干ばつなど
生態系への影響

貧窮に拍車 飢餓に拍車
資源搾取・争い

消費低迷による
市場影響

農水産業への
女性への影響

▶“脱炭素社会への取組” を起点 として、SDGs各項目の達成につなげていく

▶田中鉄工の経営戦略の起点はカーボンニュートラル！



【国内】カーボンニュートラルに向けて。2030年までの中期定量目標はカーボンハーフの実現！
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◆ アスファルト合材工場からのCO2排出量
約140万トン-CO2/年 ⇒ 約70万トン-CO2/年

∟加熱燃料CO2排出量（重油）：約107.8万トン/年
∟重機燃料CO2排出量（軽油）：約8.4万トン/年
∟電気（電力） CO2排出量 ：約23.8万トン/年

省エネや非化石燃料への燃料転換により、化石燃料使用量を削減する

◆アスファルト合材工場での化石燃料使用量（原油換算量）
約54万KL/年 ⇒ 約27万KL/年

∟重油（原油換算量） ：約40万KL/年
∟軽油（原油換算量） ：約3.2万KL/年
∟電気（原油換算量） ：約10.8万KL/年（約48.5万MWh/年）

＊国内のCO2排出量：約10億4,400万トン（温室効果ガス全体としては約11億7,000万トン）
∟CO2吸収量は約4,760万トン（排出量の約4.5％）

＊国内の道路舗装からのCO2排出量：約330万トン
＊国内のアスファルト合材工場からのCO2排出量：約140万トン

108.7

8.4

23.8

国内のアスファルト合材工場からの

CO2排出量

加熱燃料 重機燃料 電気（電力）



【九州】カーボンニュートラルに向けて。2030年までの中期定量目標はカーボンハーフの実現！
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◆ アスファルト合材工場からのCO2排出量
約14.4万トン-CO2/年 ⇒ 約7.2万トン-CO2/年

∟加熱燃料CO2排出量（重油）：約11.1万トン/年
∟重機燃料CO2排出量（軽油）：約0.9万トン/年
∟電気（電力） CO2排出量 ：約2.4万トン/年

省エネや非化石燃料への燃料転換により、化石燃料使用量を削減する

◆アスファルト合材工場での化石燃料使用量（原油換算量）
約5.56万KL/年 ⇒ 約2.78万KL/年

∟重油（原油換算量） ：約4.1万KL/年
∟軽油（原油換算量） ：約0.34万KL/年
∟電気（原油換算量） ：約1.1万KL/年（約5万MWh/年）

＊九州のCO2排出量：約1億56万トン
∟産業：約4,700万トン ∟業務その他：約1,600トン
∟家庭：約1,300トン ∟運輸：約2,300トン ∟一般廃棄物：約130トン

＊九州のアスファルト合材工場からのCO2排出量：約14.4万トン

11.1

0.9

2.4

九州のアスファルト合材工場からの

CO2排出量

加熱燃料 重機燃料 電気（電力）



実現への８つの方法＜技術面＞

① 材料の含水比によるCO₂削減

② 合材中温化によるCO₂削減

③ 熱源(燃料)転換によるCO₂削減

④ 燃焼効率の向上によるCO₂削減

⑤ 加熱再生骨材の配合率増加によるCO₂削減

⑥ プラントサイズ・システム化によるCO₂削減

⑦ CO₂を回収して、貯蓄・利用する技術 (CCS･CCUS) によるCO₂削減

⑧ 電気加熱（CO₂フリー電力）によるCO₂削減

加速への５つの方法＜施策・制度面＞

① 設備投資補助制度（省エネ(SII) 脱炭素(SHIFT)，などの補助金・支援施策等）の活用

② 国交省やNEXCOの総合評価落札方式における加点措置と

各都道府県の県産リサイクル製品認定等による公共事業の入札優遇制度

③ ＩＣＰ（インターナル・カーボンプライシング）

④ カーボンクレジット（Jクレジット・ボランタリークレジット・その他）の利用

⑤ カーボンプライシング (炭素税・排出量取引・エネルギー課税等）

▶カーボンニュートラルに向けての具体的方法
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国内台数 約920プラント
∟うち熱源重油

約830プラント省エネと
燃料変換



低い

高い

低い
高い

実装コスト
（現状）

技術難易度

の大きさはCO2削減率を示す

カーボンゼロ
エレクトロ

ヒート

グリーン
水素

グリーン
アンモニア

合成
メタン

LPG

GTL

LNG

重油 廃プラス
チック油

バイオ
燃料

✓UCO（廃食油）

✓BDF・廃グリセリン

✓グリストラップ

✓バイオエタノール

弊社の
優先項目

再生
重油
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CO2削減に向けた未来の各熱源における弊社の優先項目



地域とともに循環型社会に貢献し、カーボンニュートラルを実現する
～UCO（廃食用油）× カーボンニュートラル × 地産地消～
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誰もが利用する
自分たちの街の

道路や歩道に還元炭素循環

SDGs最先端の
まちづくりへ

経済循環

“地産地消エネルギー&CO2フリー UCO“ で
循環型社会&カーボンニュートラルを実現！

地域とともに循環型社会に貢献し、カーボンニュートラルを実現する
～UCO（廃食用油）× カーボンニュートラル × 地産地消～

資源循環

九州

ローカルSDGs
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地域で発生する廃食用油を その地域内で利活用できる仕組みづくりを通じて、
“地域エネルギーシステム” を構築し、ローカルSDGｓを実現する

そのためには、各グリーンサプライチェーンとの共創が必要不可欠です

地域の道路や歩道に利用

地域の駐車場にも利用

使用済ペットボトルも
アスファルト改質材に使用

▶目指す姿：“地域エネルギーシステム” の構築を通じて、地域とともにローカルSDGｓを実現する
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▶UCO（廃食油）のリサイクルまでのフロー

事
業
系

家
庭
系

▶食用油の使用

▶食用油の使用 ▶市民のリサイクル

▶事業所へ定期回収
（回収業者）

▶さまざまな用途へ
利活用

事業用
のみ

▶回収BOX等へ
定期収集
（回収業者や行政）

▶UCOの精製
（再生業者）

BOXへ
持込み

宅配時に
玄関先で
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②地産地消
への転換

①家庭用 ②事業用廃食油のうちの国外輸出分 ③グリストラップ油 ④廃グリセリンの4つに着目

（出典：全国油脂事業協同組合連合会）

▶国内消費におけるUCOの価値連鎖と当社の着目ポイント

③ほぼ未回収
臭気と腐食の
課題を解決する
技術が必要

本日は
特にこの部分

①約96％
未回収

④BDF製造過程
から発生する
”廃グリセリン



▶九州におけるUCOの価値連鎖と弊社の着目ポイント

食用油 消費量
約270,000t /年

事業系UCO発生量
約43,500t /年

家庭系UCO発生量
約11,500t /年

家庭系UCO回収量
約500t /年

飼料用油脂原料
約21,300t /年

工業・化成品原料
約5,000t /年

燃料原料
約1,700t /年

国外輸出 14,000t /年

家庭系UCO消費量
約50,000t /年

事業系UCO消費量
約220,000t /年

約14,000t/年が
国外に輸出されている
⇒ 地産地消への

転換を推進

①家庭用UCO（廃食油）の有効活用 ②国外輸出から地産地消への転換

九州から発生する
家庭系UCOが
すべてリサイクルされれば、
① 約8,340トン/年の

資源ごみを削減できる
② 約3,000トンの下水投棄を

防ぐことができる

九州の家庭用UCOは
約500トン
リサイクルされている

事業系UCO回収量
約42,000t /年
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▶下水に流される家庭用UCOを、リサイクル推進を通じて削減し、環境対応を推進する
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◆家庭への影響
下水に油を流すと、家庭の排水口が詰まりやすくなってしまいます。
実は、家庭の排水口が詰まる原因で
一番多いのが油であるといわれているのです。

油
が…

◆下水道への影響
各家庭が下水に油を流してしまうと、
下水処理の負担が増え、下水菅が速く腐食してしまいます。

◆環境への影響（環境汚染と生物多様性）

下水処理設備が整っていない地域では、

家庭の排水は排水口から排水管を通って直接川や海に流れ込むため、

水質の低下を招いてしまいます。

油を流すことは、河川や海の生き物の生命を脅かすことにもなるのです。

環境庁の生活雑排水対策推進指導指針によれば、

使用済みの天ぷら油20mlを流すと、魚が住める水質に戻すためには

バスタブ（300L）20杯分のキレイな水が必要とされています。

腐食の進んだ
下水管の内部
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▼実際のアスファルト合材工場での排ガス測定結果

▶UCOを代替燃料として使用すると、重油と比較してNox、Soxともに軽減される
（UCOは環境負荷軽減燃料）
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▶UCO（廃食油）はカーボンニュートラル燃料！
道路舗装会社へは、品質基準をクリアしたUCOを提供する

CO2
フリー！
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① 地産地消の循環型再生エネルギー

② 環境負荷軽減エネルギー

③ カーボンニュートラルエネルギー

UCO（廃食油）は

▶目指す姿：“地域エネルギーシステム” の構築を通じて、地域とともにローカルSDGｓを実現する

このエネルギーのリサイクルを推進し、
“地域エネルギーシステム”を構築する

▼



▶目指す地域社会の姿：家庭用UCO（廃食油）のリサイクルが未来の当たり前に！

202023/2/14 NHK クローズアップ現代より



① 家庭系UCO回収のインフラを整備する
✓ 生協やネットスーパーの宅配時に回収できるスキームの確立
✓ 全国のスーパーマーケットへ、UCO回収BOXの設置を拡大

など、札幌モデルの横展開

② UCOドミノ（市民の意識醸成と行動変容）を起こす
✓ 省庁・行政・商工会議所・マスコミ・学校等からの広報×後方支援

✓ SDGs教育プログラムの展開
✓ 各メディアの活用
✓ スポーツ団体等との協賛イベントの展開
✓ インフルエンサーからの発信
など
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▶家庭系UCOのリサイクル推進を加速させるには！？
⇒ UCO回収インフラを整備し、UCOドミノ（意識醸成と行動変容）を起こす！

①②ともに、各グリーンサプライチェーンのみなさまの
広報×後方支援が必要不可欠となります

▼
画像出展元：
グリーンコープ生協様
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▶家庭系UCOドミノ 先行事例（札幌モデル）について

【市内のスーパーマーケットに回収BOXを設置】

• 札幌市では、市の施設や地域のスーパーマーケットに

UCO回収BOXが設置され、多くの家庭用UCOを回収。

• 市の回収拠点：368か所、計243KL回収（2021年時点の実績）

∟回収量の割合はスーパーマーケット設置分が多くを占めている

• 回収BOXが町中に普及することで、
目に触れる機会が多くなり、環境意識の高まりに繋がった

• 結果、回収量が増える（一般廃棄物処理が減る）ことに繋がっている。

【コープさっぽろ様は各家庭への宅配時にUCOを回収】

• 約47万世帯の宅配組合員から、家庭系UCOを回収

• 500mlまたは600mlのペットボトル１本につき３ポイントを組合員に提供

• 年間UCO回収量は約900KL/年 うち家庭系の宅配回収分が多くを占めている

【札幌市からの広報×後方支援】

• 市のHPにすべてのUCO回収拠点を掲載。持ち込み方法の詳細も掲載。

• 全戸配布のごみ分けガイドにも、 UCO回収拠点を掲載
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▶ 家庭用UCOのリサイクル推進に向けた今後の展開

①マスコミへの提案
✓ テレビＣＭ・ラジオＣＭの放映
✓ 道路舗装業界や油脂業界の専門誌、地域のフリーペーパーへの広告掲載
✓ 環境系の専門誌からの取材対応と記事掲載

②各行政・商工会議所・SDGsプラットフォーム等への提案
✓ 各行政の市長・副市長へ 家庭系UCOリサイクル推進に向けた要請文書を送付
✓ “リサイクル貢献度の見える化” による、市民の意識醸成を推進
✓ 各教育委員会へ副教材を活用した ”SDGｓ教育” の展開
✓ グリーンサプライチェーンのさらなる拡大に向けての紹介支援

市長への手紙
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④ 省庁・小売協会・生協等の主催イベントでの講演・出展。及び企業表彰の推薦等
✓ 田中鉄工の取組を講演会やトークセッションの形式で共有
✓ 各種のイベントへ、UCOリサイクル推進の出展
✓ SDGs企業表彰の推薦 ⇒ エントリー

③ 生協・スーパーマーケットへの提案
✓ “リサイクル貢献度の見える化” による、市民の意識醸成を推進
✓ 家庭系UCOの宅配回収の展開
✓ 家庭系UCOの店舗回収の展開（回収BOXの設置提案）
✓ リサイクルの利活用のトレーサビリティの見える化の仕組み提案（システム構築中）

▶ 家庭用UCOのリサイクル推進に向けた今後の展開



＊2024年1月より、九州全県で、家庭用UCOリサイクル推進のテレビCMを放映予定！
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家庭系UCO回収促進のため、UCOJAPANとして、家庭系UCOリサイクル推進の副教材を、
2022年春に全国10都市、165校の小学校へ21,000部を配布し、SDGs教育を実施。
2023年度は、全国の小学校へ130,000部 配布予定。

表紙：天ぷら油のリサイクルにどきどき

＊家庭系UCOドミノ展開に向けて 副教材を使用したSDGｓ教育を推進
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＊九州の各市長・副市長へ 家庭系UCOリサイクル推進に向けた要請文書を送付

▼ 家庭系UCOリサイクル推進提案における
各行政のご提案先リスト

▼ まずは九州各市の市長・副市長へ
家庭系UCOリサイクル推進に向けた
要請文書を郵送
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▶九州の各行政のみなさまへのお願い

“地域エネルギーシステム” の構築を通じた ローカルSDGｓを、みなさまと共に実現したいと思います。
特に、行政からの広報×後方支援は必要不可欠となりますので、

家庭系UCOリサイクル推進に向けたプロセス支援のご要請を ぜひお願いしたいと存じます。

＊福岡県古賀市へのご提案事例 ＊ 市長から各グリーンサプライチェーンへの
プロセス支援要請の事例



▶福岡県古賀市が家庭用UCOリサイクルの推進を開始！ 小売業界のリサイクルもこれからきっと加速します！

市長が
誌面広告で

UCOリサイクル
の推進を宣言！

小売業界へ
リサイクルによる
社会貢献量の

見える化を提案！

＊ 福岡県古賀市のフリーペーパー”おるね” 
2023年11月20日発行号 裏表紙

＊ 全国スーパーマーケット協会 2024年度年鑑誌面広告(予定)
＊ 各小売店や生協のイベント出展用パネルにも使用予定 29



▶リサイクル貢献量の見える化で、九州各地域における循環型社会を実現させましょう！
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▶ “地域エネルギーシステム” の構築を通じて、地域とともにローカルSDGｓを実現する

九州の家庭系UCO発生量 約11,500トン/年は、現状ほぼリサイクルされていない

▼
家庭系UCOのリサイクルが、”未来の当たり前” になることで、

① 資源ごみ排出量の削減 ： 約8,340トン/年の資源ごみを削減できる
∟家庭系UCOの約70％が固化投棄されているとした場合 約8,340トン/年

② 化石燃料使用量の削減： 約12,700KL/年の化石燃料使用量を削減できる
∟重油代替燃料として使用した際の試算値 約12,700KL/年

③ CO2排出量の削減 ： 約55,000トン-CO2/年を削減できる
∟①の資源ごみ可燃時の試算値 約23,500トン-CO2/年

∟重油代替燃料として使用した際の試算値 約31,500万トン-CO2/年

④ 資源の有効活用 ： 資源循環を起点として、循環型社会の創造を実現できる

⑤ 下水道と環境への影響 ： 下水道・川・海・生態系への影響やSOx・NOxを軽減できる

環境・生物多様性・脱炭素・・・さまざまな社会課題に対して
まずは今、できることを、ともに取り組んでいきませんか？



32

田中鉄工

九州すべての
グリーンサプライチェーンとともに

未来にある普通のことへの挑戦

Creating together
with customers

～グリーンサプライチェーンによるローカルSDGｓの実現～

九州ローカル
SDGs

社会的価値と
経済的価値の

創造

カーボン
ニュートラル
チャレンジ
2050

地産エネルギー
システムの構築

リサイクルの
推進




